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は じ め に

う ど ん こ 病 は そ の 病徴が特徴的で他病害 と は 肉眼で も

識別が可能 な た め ， 古 く か ら 記録が な さ れ， 野菜で は 分

類学的な記載 は ほ と ん ど済 ん で お り ， 近年 に な っ て 導入

さ れた い わ ば新顔野菜 に 新病害 と し て 記載 さ れ る 場合が

ほ と ん どで あ る 。 し か し ， 花 き 類で は研究者が少 な い こ

と も あ り ， 比較的 な じ み の あ る 花で も 調べ て み る と 記載

がな い例等多々 あ る 。 表-1 お よ び表…2 に 1990 年以降 に

本邦で発生 し た 野菜 と 花 き 類の う ど ん こ 病の一覧 を 示 し

た 。 さ す が に 野菜の新 う ど ん こ 病 は 少 な い が， 花 き 類で

は非常 に 多数の植物で発見 さ れて い る 。 こ の他常習 的 に

発生 し て い る の に も 関わ ら ず， 報告の な い花 き も ま だ あ

る と 思わ れ る 。 ま た ， こ の 中 に は発生の観察 だ け で， 接

種試験の行わ れて い な い段階で の発表 も 含 ま れ る 。 ま た

大半 は 完全時代 が見 つ か っ て お ら ず， よ り 注意 し て観察

す れ ば見 つ か る の か， 元々 な い の か は 今後の研究 を待た

ね ば な ら な い。 な お ハ ー プ 類 は 日 本 植 物 病 名 目 録

(2000) で は 「特用作物」 に 分類 さ れ る が， 野菜的 な利

用 が多 い の で便宜上本項で扱 っ た 。

I 野菜の新発生 う どん こ 病

1 ト マ ト う どん ニ 病

近年既知の う ど ん こ 病菌 と は別種の う ど ん こ 病菌 に よ

る 発病が見 ら れ る よ う に な っ た 。 ト マ ト う ど ん こ 病の病

原菌 は Oidium sp.  (発芽管 の 形状 は E. cichoracearum 

型， 以降単 に ・ ・ 型 と 省略) の 発生が古 く か ら 知 ら れ，

次 い で 1966 年 以 降 ピ ー マ ン う ど ん こ 病 菌 Oidiopsis

sicula ( 二 Leveillua taurica) が ト マ ト で発 生 す る よ う

に な っ た 。 い ずれ も 完全時代 は 見つ か っ て い な い。 こ れ

に続い て Oidium sp. (Erysiphe ρolygoni 型) に よ る う

ど ん こ 病が報告 さ れた。 同菌 に よ る う ど ん こ 病 は施設栽

培で発生 し ， 被害 は 6�7 月 に 著 し い。 主 に 葉 の 表面 に
丸 い か さ ぶた状の菌叢 を 生 じ る 。 分生子 は 円筒形で分生

子柄 に 単生， フ ィ プ ロ ー シ ン体 は持 た な い。 発芽管か ら

の付着器 の 形状 は 掌状 で あ る 。 56 種類 の ト マ ト 品種 ・
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系統 に 接種試験 を 行 っ た と こ ろ ， す べ て の 品種 ・ 系統が

発病 し た が， 発病 に は 品種間差異 が認 め ら れ， ‘豊福'，

‘光 福 寿' 等 の 感 受性 の 高 い も の か ら ‘強 力 米 寿 2 号'，

'Pico' 等抵抗性 と 思わ れ る 品種が認 め ら れた 。 な お 本菌

に よ る う ど ん こ 病 は 大 学 の 施設栽培で発見 さ れ た も の

で， 一般農家 での発生状況 は不 明 で あ る 。 し か し 海外で

は か な り の報告例が あ る 。

2 キ ュ ウ リ う どん ニ 病

本病 も 古 く か ら 知 ら れ， キ ュ ウ リ 栽培で普遍的 に 見 ら

れ る 病害 で あ る 。 Sphaerotheca cucurubitae ( = 争ha炉

otheca ルsca， = Sphaerotheca ルJなinea) に よ る も の が主

で あ る が Oidiopsis sicula も 発生 す る 。 こ れ に 上記 ト マ

ト う ど ん こ 病 と 同 じ Oidium sp. (Eη'siphe ρolygoni 型)

が病原 と し て 追加 さ れた 。 発生場所 は ト マ ト と 同 じ く 試

験研究機関の温室 内 で， 一般農家 で の 発生状況 は不明で

あ る 。 こ の よ う な新顔 う ど ん こ 病菌 の 今後 の 動 向 に つ い

て は 注意が必要 であ る 。

こ の ほ か厳密 に は野菜で は な い が， ダイ ズ で も 新 う ど

ん こ 病 〔 こ れ も Oidium sp. (EηISかhe ρolygoni 型) J が

発生 し被害 を も た ら す等， こ れ ま で発生が認 め ら れ な か

っ た 作物での う ど ん こ 病の報告が 目 立 つ よ う に な っ た 。

こ れ ら 新 う ど ん こ 病の発生の原因 に つ い て は海外か ら の

侵入 な の か， 品種の変遷 に よ る も の か な ど 全 く 不明で，

今後の研究 に 待た ね ば な ら な い。

3 モ ロ へ イ ヤ う どん こ 病

シ ナ ノ キ 科 に 属 す る 新顔野菜で あ る が， 近年 に な っ て

2 種の う ど ん こ 病菌が報告 さ れた 。 ま ず 1997 年 1 0 月 ，

野菜試 ( 当 時) 場 内 の 栽培圃場 に お い て 白 粉状 の 菌叢 を

生 じ た 。 葉で は裏表両面 に 生 じ ， 緑校や さ や の表面 に も
白 い粉状の斑点、 を 生 じ た 。 し か し ， 老化 し た 枝 や茎 に は

菌叢 は 生 じ な い。 本菌の形態的特徴 は以下の と お り で あ

っ た 。 分生子柄 は 菌 糸 か ら ほ ぼ垂直 に 分岐 し ， 基部 は ほ

ぽ 直 線 上 で あ る o Foot-ceIl は 全 長 に わ た り 同 幅 で

12�16 μm， 長 さ は 33�54 μm ( 平 均 40 μm) ， 分 生 子

は鎖生 し ， 楕 円~長楕 円 (37 . 6 x 18 . 6 μm) で， フ ィ ブ

ロ ー シ ン 体 を 有 し た 。 発 芽 管 の 形 状 は Sρhaerotheca

ルf信inea 型 で あ っ た 。 秋遅 く 落葉期 ま で観察 し た が閉

子の う 殻 は確認で き な か っ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， 本病

の病原菌 は Oidium sp. (.5:ρhaerotheca ルliginea 型) に

一ー- 27 



256 

植物名

ア ブ ラ ナ科

ワ サ ビ

ウ リ 科

キ ュ ウ リ

コ ロ シ ン ト ウ リ

ペ ポ カ ボ チ ャ 類

キ ク 科

カ ミ ツ レ

( ジ ャ ー マ ン

カ モ マ イ ル)

シ ソ 科

メ ハ ジ キ

ス ペ ア ミ ン ト

( ミ ド リ ハ ッ カ )
ベ ル ガモ ッ ト

ア ッ プル ミ ン ト

レ モ ン パ ー ム

シ ナ ノ キ科

モ ロ へ イ ヤ

セ リ 科

イ ノ ン ド

( ヒ メ ウ イ キ ョ ウ )
ハ マ ボ ウ フ ウ

ア シ タ ノ f

ボ タ ン ボ ウ フ ウ

ナ ス 科

ト マ ト

パ ラ 科

イ チ ゴ

マ メ 科
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表 - 1 1990�2001 年 に 発生 し た 野菜の新発生 う ど ん こ 病の一覧表

病原菌名 ( ア ナ モ ル フ に あ っ て は発芽管の形状)

Oidium sp. (Eη'siphe cntciferantm 型)

Oidium sp. (E. ρolygoni 型)

Oidium citntlli 

Oidium citηdli ( ズ ッ キ ー ニ と

オ モ チ ャ カ ボ チ ャ で発生〕

Sphaerotheca fi附ca. .

Oidium leonuri -sibiricae 

Oidium sp 

Oidium sp. (E. cichoraceant附 型)

Oidium sp. (E. cichoraceantm 型)

Oidium sp. (E. cichoraceantm 型)

Sphaerotheca fusca 

EryshiPhe caucasica var. co町hori*

Oidium sp. (めhaerotheca ルl信inea 型)

Eη，shiphe heraclei 

Eryshiphe heraclei ( ア ナ モ ル フ の み 〕

Eη'shiphe heraclei ( ア ナ モ ノレ フ の み 〕

Oidium sp. (EηsiPhe ρolygoni 型)

EryshiPhe heraclei ( ア ナ モ ル フ の み 〕

Oidium sp. (Eη'siphe ρolygoni 型)

Oidium sp. (E.ηsiPhe polygoni 型)

Sphaerotheca aphanis var. aPhanis * 
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ダ イ ズ Oidium sp. (Erysiphe polygoni 型) 挟間渉 ・ 加藤徳広 (2001) 植物防疫 55 : 2 1 1-215 

植物名 は 「 日 本植物病名 目 録 (2000) J ( 日 本植物病理学会編， 日 本植物防疫協会， 東京， pp. 858) に準拠 し ， 原記載か ら 変更 し た も の が あ
る . ベル ガ モ ッ ト と モ ナ ル ダ は学名上 は 同 じ 完全時代の確認. 新病害では な い. “ 病原の追加.

属す る と 思わ れ た 。 そ の後同一菌 と 思わ れ る 病害が東京 マ ツ バ ナ と し て 花 を 対象 と す る と 花 き 類 と も 見 な せ る 。

都で発生 し ， こ ち ら は 閉子 の う 殻が確認 さ れ Sphaeroth- 1998 年 5 月 大 阪府， 同 年 6 月 三 重 県 で発 生 し た 。 葉 と

eca ルsca と 同 定 さ れ た 。 東 京 で は 同 時 に 別種 で あ る 茎 に 顕著な 白粉状の菌叢 を 生 じ た 。 分生子 は フ ィ プ ロ -

Eη'siphe caucasica var. corchori も 報告 さ れた。 両菌の シ ン 体 を 欠 き ， 楕 円 ~長 楕 円 形， 大 き さ は 平 均

閉子の う 殻 は枯死 し た 病植物体上で越冬 し ， 翌春の第一 33 . 3�21 . 8 μmで分生子柄上 に 鎖生 し た 。 基部細胞 は 付

次伝染源 と な る こ と が確認 さ れた。 け 根 が や や 細 く ， 長 さ 65�85 μm， 付着 器 の 表 面 は 平

4 ベル ガ モ ッ ト ( モ ナ ル ダ = タ イ マ ツバ ナ ) う どん 滑で乳頭状。 発芽管 の 形状 は E. cichoracearum 型 で 閉

ニ 病 子 の う 殻 は 確 認 さ れ な か っ た 。 そ の た め Eη'siphe

シ ソ 科ハ ー プの一種 と し て は野菜 と 見 なせ る が， タ イ biocellata の分生子時代 と 考 え ら れた 。 一方， 1995 年 1 1

28 
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表 - 2 1990�2001 年 に 発生 し た 花 き 類の新発生 う ど ん こ 病の一覧表

草 花 名

ア カ パナ科

ヒ ルザキ ツ キ ミ ソ ウ

ミ ズ タ マ ソ ウ

ア ブ ラ ナ科

ハ ボ タ ン ( マ ル パ)

イ ソ マ ツ科

ス タ ー チ ス

シ ユ ッ コ ン ス タ ー チ ス

キ ク 科

ミ ヤ コ ワ ス レ

ア ス タ ー

病原菌 ( ア ナ モ ル フ に あ っ て は発芽管の形状)

Oidium sp. 

Eη，siphe circaeae ( ア ナ モ ル フ の み 〕

Eη，siphe cruciferarum ( ア ナ モ ル フ の み 〕

詳細不明

Oidium sp. (E. 戸olygoni 型)

Oidium sp.  (E. cichoracearum 型)

Oidium sp. (E. cichoracearum 型)
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ロ イ カ ン セ マ ム ・ パル ド サ ム

( ノ ー ス ポー ル)
Eη，siphe cichoracearum ( ア ナ モ ル フ の み 〕 丹悶誠之助 (1993) 東農大農学集報 38 : 303-314 

ノ コ ギ リ ソ ウ

フ ジノ T カ マ

オ オ キ ン ケ イ ギ ク

ダ ン ゴ ギ ク

コ ウ リ ン タ ン ポ ポ

ル ド ベ キ ア

ゴ マ ナ

ノ ア ザ ミ

ロ ー ダ ン セ

シ ユ ッ コ ン ア ス タ ー

ノ ジ ギ ク
ガ ザニ ア ( ク ン シ ョ ウ ギ ク )

ジ ャ ノ メ ギ ク
ノ コ ギ リ ソ ウ モ ド キ

ユ ウ ゼ ン ギ ク

( シ ロ ク ジ ャ ク )

シ ロ タ エ ヒ マ ワ リ

ア キ ノ キ リ ン ソ ウ 類

ヤ プ タ ビ ラ コ

ミ ネ ア ザ ミ

チ ョ コ レ ー ト コ ス モ ス

キ ン ポ ウ ゲ 科

デル プ ィ ニ ウ ム

ラ ナ ン キ ュ ラ ス

チ ド リ ソ ウ

ク レ マ チ ス

ク ロ タ ネ ソ ウ

ク マ ツ ヅ ラ 科

αdium sp. (E αichorac回rum 型)

Oidium sp. (E. αichoracearum 型)

αdium sp. (.5砂haerotheca ルliginea 型)

Oidium sp.  (めhaerotheca ルf忽inea 型)

E. cichoracearum var.  cichoracearum 

Oidium sp. 

めhaerotheca fi出ω $
Erysiphe mayorii var. 問ayorii"

Oidium sp. (E. cichoracearum 型)

Oidium sp. (E. cichoracearum 型)

Oidium asteris-ρunicei 

Oidium asteris-ρunicei 

αdium asteηis-punicei 

Oidium asteris ρunicei 

Oidium asteris-ρunicei 

Oidium lati，司porum

Oidium asteris ρunicei コ ガ ネ ギ ク で発生〕

Oidium asteris-punicei 

めhacrotheca fusca 

めhaerotheca fusω 

Eη，shiphe aquilegiae var. ra附nculi

Eryshiphe aquilegiae var. rananculi 

Oidium sp. (E. ρolygoni 型)

Eη'shi砂he aquilegiae var. rananculi 

Oidium sp. (E. ρolygoni 型)

シ ユ ッ コ ン パ ー ベ ナ Oidium sp. 

ビ ジ ョ ザ ク ラ Oidium sp. 

ヒ メ ビ ジ ョ ザ ク ラ Oidium sp. 

ゴマ ノ ハ グザ科

リ ナ リ ア Oidium sp. (E. cichoracearum 型)

ベ ロ ニ カ ・ ロ ン ギ フ オ リ ア Eη，siph泡 orontii ( ア ナ モ ル フ の み〕

サ ク ラ ソ ウ 科

シ ク ラ メ ン Oidium sp. (E. polygoni 型)

シ ソ 科

ア ジ ュ ガ Oidium sp. (めhaerotheca ルl信inea 型)

( = セ イ ヨ ウ キ ラ ン ソ ウ ) 砂haerotheca elsholtziae 
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表 - 2 1990�2001 年 に 発生 し た 花 き 類の新発生 う ど ん こ 病の一覧表 ( つ づ き )

草 花 名 病原菌 ( ア ナ モ ル フ に あ っ て は発芽管の形状) 文 献
モ ナ ル ダ ( = タ イ マ ツ バナ EηIsiphe biocellala var. monardae 
オ オ パ ヤ マ ハ ッ カ Eη'sijρhe ρleclranthi 
プル ー サ ル ビ ア Oidium hormini 

丹田誠之助 ( 1995) 東農大農学集報 41 : 202-210  

丹田誠之助 ( 1995) 東農大農学集報 41 : 202-210 

丹田誠之助 ら ( 1 999) 東農大農学集報 44 : 1 15-131  

シ ュ ウ カ イ ド ウ 科

シ ュ ウ カ イ ド ウ

セ リ 科

Oidium begoniae var. mac叩SJり0印刷 巴 事 丹田誠之助 ( 1997) 東農大農学集報 42 : 1 73-183 

シ ラ ネ ニ ン ジ ン

ホ ワ イ ト レ ー ス フ ラ ワ ー

ナ ス 科

チ ョ ウ セ ン ア サ ガ オ

ツ ノ ナ ス

( プ ォ ッ ク ス フ ェ ー ス )
ニ ー レ ンベノレ ギ ア

ナ デ シ コ 科

シ ユ ッ コ ン カ ス ミ ソ ウ

ツ リ フ ネ ソ ウ 科

イ ンパ チ エ ン ス

( ニ ュ ー ギ ニ ア )

ハナ シ ノ ブ科

オ イ ラ ン ソ ウ

Oidium sp 
Oidium sp. (E. polygoni 型)

Oidium sp. (E. ρolygoni 型)

Oidium sp 

Oidium sp. (E. 戸olygoni 型)

Oidium sp. (E ρolygoni 型)

Oidium balsaminαe 

Oidium sp. (E. cichorac何ntm 型)

丹田誠之助 (1995) 東農大農学集報 39 : 258-272 

植松清次 ら ( 1 997) 日 植病報 63 : 495 (講要)

佐藤幸�I'. ら ( 1996) 日 植病報 62 : 630 (講要)

丹田誠之助 (1997) 東農大農学集報 42 : 173-183 

伊藤陽子 ら (2001 ) 平成 13 年度植物病理学会

関西部会講演要旨予稿集 : 20 

佐藤衛 ら ( 1 996) 日 植病報 62 : 54 1 -543 

丹凹誠之助 (1997) 東農大農学集報 42 : 173-183 

佐藤衡 ら (1994) 関西病虫研報 36 : 91 -92 

( ニ ク サ キ ョ ウ チ ク ト ウ )

パ ラ 科

EηIsiphe magnicellulata var. magnicellullata 丹田誠之助 ( 1995) 東農大農学集報 4 1 : 202-210 

ナ ワ シ ロ イ チ ゴ Sphae1'Otheca aþhanis var. aþhanis 
( ア ナ モ ノレ フ の み)

Sþhaerotheca aþhanis var. aþhanis ' 

丹田誠之助 (1994) 東農大農学集報 38 : 260-267 

丹田誠之助 (1995) 東農大農学集報 39 : 258-272 キ ン ロ ノ f イ

ヒ ル ガ オ 科

コ ヒ ルガ オ

マ メ 科

ErysiPhe convolvu!i ( ア ナ モ ル フ の み〕 丹田誠之助 (2000) 東農大農学集報 45 : 122-131  

デザー ト ピ ー

リ ン ド ウ 科

Oidium sp. 丹悶誠之助 ら ( 1999) 東農大農学集報 44 : 1 15-131 

ト ル コ ギ キ ョ ウ Oidium sp. (E. ρolygoni 型) 岡本潤 ( 1999) 日 植病報 63 : 643 (講要)

植物名 は 「 日 本植物病名 目 録 (2000) J ( 日 本植物病理学会編， 日 本植物防疫協会， 東京， pp. 858) に準拠 し ， 原記載か ら 変更 し た も

の が あ る . ・ 完全時代 の確認. 新病害で は な い. “ 病原の追加 ・ var. の 決定， 新病害 で は な い .

月 東京都で採集 さ れ た 標本 で は 閉 子 の う 殻が発見 さ れ

Eηsかhe biocellata var. monardae と 同定 さ れた 。 いず

れ も 同一種 と 考 え ら れた 。

H 花 き 類の新発生 う どん ニ 病

花 き 類で は 前述 し た よ う に様々 な う ど ん こ 病が近年報

告 さ れて い る 。 以下 に は 当研究室が関わ っ た う ど ん こ 病
を紹介す る 。 な お， シ ユ ッ コ ン カ ス ミ ソ ウ う ど ん こ 病 は

別項 目 で扱わ れ る の で省略す る 。

1 シ ク ラ メ ン う どん こ 病

シ ク ラ メ ン は サ ク ラ ソ ウ 科の 多年草で， 我が国で最 も

栽培の 盛 ん な 鉢花用 花 き で あ る 。 1997 年 10 月 長野県軽

井沢町の 温室栽培の シ ク ラ メ ン (‘パ ス テ ル ス ト ラ ウ ス '

と ‘ベ ー ト ーベ ン ') の花弁の 表裏両面 に ， 白 い粉状の斑

点 を 生 じ ， こ れが し だ い に 拡大 し て ， 直径 5�1 0 mm 前

後の斑点 と な っ た 。 赤や紫色 の 花弁 は 白 い菌叢 と そ の上

に形成 さ れ た 分生子 で ま だ ら 状 と な り 古 く な る と 斑点部

の花弁の色 は や や退色す る が， 花が枯死す る ま で病斑 は

残存 し た 。 花柄や葉 に は病徴が認め ら れ な か っ た 。 接種

試験の結果， シ ク ラ メ ン ‘パ ス テ ル ス ト ラ ウ ス ' と ミ ニ シ

ク ラ メ ン (市販赤色系， 品種不明) で病徴が再現 さ れた

が， プ リ ム ラ ・ ポ リ ア ン サ お よ び プ リ ム ラ ・ オ プ コ ニ カ

お よ びエ ラ チ オ ー ル ベ ゴ ニ ア は 発病 し な か っ た 。 菌 糸

は ， 花 弁 の 表 皮 上 に 分岐 し な が ら 表生 し ， 幅 5�9 μm

で， そ の と こ ろ ど こ ろ に 幅約 7 μm で比較的単純 な こ ぶ

し状の付着器 と 分生子柄 を 形成 し た 。 分生子柄 は表生の
菌 糸 か ら ほ ぼ垂直 に 分岐 し ， 基部 は ほ ぽ直 線状 で あ る

が， わ ず か に 湾 曲 す る も の も あ っ た 。 Foot-cell は ， 全
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長 に わ た り ほ ぼ 同 幅 で 約 7�10 μm， 長 さ 32�61 μm

(平均 45 μm) 。 分生子柄 は 通常 2�3 細胞， 時 に 4 細 胞

か ら な り ， 長 さ 67�141 μm (平均 108 μm) で あ っ た 。

分生子 は 分生子柄 の 先端 に 単生 す る が， 多 湿時 に 連 な

る 。 無色 ま た は帯淡黄色， 単胞で， 表面が粗 く ， 円筒形

ま た は ピ ア 樽形， フ ィ プ ロ ー シ ン体 を 有 し な い。 大 き さ

は 31�51 X I4�20 μm (平 均 45 X 18 μm) で あ っ た 。

発芽管の形状 は 掌状 と ， 長 い 発芽管 の先 に わ ずか に膨 ら

ん だ単純 な 付着器 の 2 種類 を 形成 し た 。 栽培地 に お い

て ， 本病菌 の 閉子 の う 殻 は 確認で き な か っ た 。 以上の結

果か ら ， 本菌 は Oidium sp. (E. ρolygoni 型) に属す る

と 考 え ら れた 。

2 ス タ ー チ ス う どん こ 病

イ ソ マ ツ 科 イ ソ マ ツ 属 の 一年草 ま た は 多年草で， 三重

県 松 阪 市 の ハ ウ ス 栽 培 の シ ユ ッ コ ン ス タ ー チ ス (L.

ca抑 × 励iforium ) で は， 切 花 用 の 花 茎 が 抽 出 す る 9

月 中旬か ら ロ ゼ ッ ト 状の根出葉 に 白 い粉状の斑点、が発生

し ， こ れが し だ い に 拡大 し て 葉全体が覆わ れ る よ う に な

り ， そ の後， 茎お よ び枝 に も 同様の斑点が発生 し た 。 羅

病葉 は 白 い菌叢 と そ の上 に 形成 さ れた 分生子で う ど ん粉

を ま き 散 ら し た よ う に な り ， 古 く な る と 粉状の も の は見

え な く な る が， 白 い色がか さ ぷ た 状 に 残 り ， 激 し い場合

に は外葉が枯れ上が り ， 枝が湾曲 し た 。 ま た ， 大分県宇

佐市， 杵築市 ほ か で は ‘ プル ー フ ァ ン タ ジ ア 100' と ア ル

タ イ カ 系 の ‘ ト ー ル エ ミ ー ル' に 1 1 月 中 旬 か ら 発生 し 同

様の症状 を 呈 し た 。 シ ユ ッ コ ン ス タ ー チ ス の 品種 ‘ プ ル

ー フ ァ ン タ ジ ア 100二 ‘ プ ル ー フ ァ ン タ ジ ア 88' お よ び

‘ プル ー ウ エ ー ブ' と ス タ ー チ ス (L. sinuata) の 品種 ‘ ミ

ル キ ー ウ ェ イ '， ‘ ロ ー ズ エ ー ス " 'WK-I0 ' の 苗 に 接種

し た と こ ろ ， シ ユ ッ コ ン ス タ ー チ ス 3 品種 は 発病 し た

が， ス タ ー チ ス に は病徴 は認め ら れ な か っ た 。

分生子柄 は表生 し て い る 菌糸 か ら 垂直 に 分岐 し ， そ の

基部 は真直 ぐ で あ っ た 。 Foot-cell は ， 基部 か ら 先端 ま

で 同 じ 幅 で， 長 さ は 三 重 県 の 菌株 で は 約 34 . 5 μm， 大

分 県 の 菌株で は 約 45 . 3 μm で あ っ た 。 分生子柄 は 通 常

2�3 細 胞 か ら な り ， 長 さ は 三 重 県 の 菌 株 で は 88�130
μm， 大分 県 の 菌株 で は 95�128 μm。 分 生 子 は 分 生 子

柄の先端 に 単生 し ， 無色， 単胞， 円 筒形 ま た は長楕 円形

で あ り ， 内部 に フ ィ プ ロ ー シ ン 体 を 有 し な い。 大 き さ
は ， 三 重 県 の 菌 株 で は 36�52 x 1 5 �  1 9 μm (平 均

41 . 7 x  16 . 7 μm) ， 大 分 県 の 菌 株 で は 40�54 x 14�20 

μm (平均 47 . 6 X I6 . 1 μm) で あ っ た 。 発芽管 の 形状 は

E. polygoni 型。 発 芽 管 の 長 さ は ， 1O�17 (平 均 14 . 5

μm) で あ っ た 。 な お ， 栽培地 に お い て ， 本 菌 の 閉 子 の

う 殻 は 未確認で あ り ， 分生子世代 の み が観察 さ れた 。 以

上 の 結果 か ら ， 本菌 は Oidium sp. (Erysかhe ρolygoni

型) と 考 え ら れた 。

3 ニ ー レ ン ベル ギ ア う どん こ 病

ニ ー レ ン ベ ル ギ ア は 「 フ ェ ア リ ーベ ルJ と 言 う 名 で流

通す る ナ ス 科 の 新顔草 花 で 2001 年 3 月 ， 佐賀 県 で育苗

中 に う ど ん こ 病が発生 し た 。 茎葉部 に 白色粉状の 菌叢が

確認 さ れ， そ の後， 薬 は枯れて落葉， 茎 は 淡褐色 に 変色

し た 。 ま た ， が く お よ び花柄 に も 同 様 の 病徴 が 発 生 し

た 。 発病 は 3 月 か ら 7 月 初旬 ま で続 き ， 盛夏期 に 発病 は

収 ま っ た 。 秋期以 降 は本病の発生 は な か っ た 。 閉子の う

殻の形成 は認め ら れ な か っ た 。 本菌の分生子柄 は菌糸 か

ら 直立 し ， 細胞数 は 2�4， 長 さ は 61 . 8�1 18 . 7 μm， 分

生子 は単生 し ， 長 楕 円 (36 . 5 x 18 . 4 μm) で， フ ィ プ ロ

ー シ ン 体 を 持 た ず， 分 生 子 の 発芽 管 の 形状 は EηIsiphe

ρolygoni 型 で あ っ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， 本 病 の 病原

菌 は Oidium sp. (Eη，siphe ρolygoni 型) に 属 す る と 思

わ れ た 。 接種試験の結果， 品種 ‘ ラ イ ト ブル ー ら ‘ パ テ ィ

オ ブル ー ' お よ び ‘パ テ ィ オ ラ イ ト ブル ー ' に は 発生 が認

め ら れ た が ‘ ホ ワ イ ト ' で は 発病 せ ず 品 種 間 差 が 見 ら れ

た 。 供試 し た ほ か の ナ ス 科植物 ト マ ト ， ナ ス ， ピ ー マ ン

お よ びハ ナ タ バ コ に は病原性 を 示 さ な か っ た 。

お わ り に

以上， 新発生 う ど ん こ 病 に つ い て 各論的 に 述 べ た 。 花

き 類で は 今後 も 新発生 う ど ん こ 病の 記録が見込 ま れ る 。

一方， 古 く か ら 知 ら れ る う ど ん こ 病で も そ の発生生態 と

な る と 海外の文献の 受 け 売 り が見 ら れ る な ど， 意外 と 不

明 な点が多 い。 現在， 花 き 類で は パ ラ を筆頭 に う ど ん こ

病 は難防除病害 の 一 つ で あ り ， 効率的 な 防除法の 開発が

求 め ら れて い る 。 こ れ ま で以上 に 病原菌の 生活環等発生

生態 に つ い て の知識の蓄積が必要であ る 。 一方， 野菜で

も ト マ ト 等 で新規 う ど ん こ 病の 発生が見 ら れ る な ど今後

の動向 に は注意が必要 で あ る 。

な お 各病害の 原典 は表 中 に 記載 し た の で， 引 用文献 は

省略す る 。 本稿 を 草す る に 当 た り 野菜茶業研究所果菜研

究部病害研究室我孫子和雄室長 に は校聞 を 賜 っ た 。 記 し

て 謝意 を 表 し た い。
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